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平
素
よ
り
の
厚
情
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
県
会

議
員
と
し
て
席
を
い
た
だ
き
３
年
目
に
入
り
ま
し

た
。
こ
の
間
、初
心
を
胸
に
刻
み
、県
民
目
線
に
立
っ

て
全
力
疾
走
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ア

ン
テ
ナ
を
研
ぎ
澄
ま
し
、
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
応
え

て
い
く
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
29
年
は
、
兵
庫
県
知
事
選
挙
、
衆
院
総
選
挙

な
ど
国
や
ふ
る
さ
と
の
あ
り
方
と
行
く
末
を
決
す
る

重
要
な
選
挙
が
相
次
ぎ
ま
し
た
が
、
選
ば
れ
る
責
任

と
同
時
に
選
ぶ
責
任
が
注
目
さ
れ
ま
し
た
。
羅
針
盤

な
き
時
代
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
机
上
の
空
論
や
心
地

よ
い
言
葉
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
事
象
の
本

質
を
見
極
め
る
大
切
さ
を
痛
感
し
た
次
第
で
す
。

アンテナ研ぎ澄まし、これからも
築
の
粋
を
凝
ら
し
た
優
美
な
姿
は
外
国
人
観
光
客
を

魅
了
し
て
い
ま
す
。
県
で
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
倍

増
を
目
指
し
て
「
ひ
ょ
う
ご
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
」

を
設
定
・
提
案
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
ブ
ラ
ン
ド

力
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。
姫
路
城
を
核
と
し
た

魅
力
あ
ふ
れ
る
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
形
成
に
全
力
を
注
ぐ

べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
京
五
輪
に
向
け
た
仏
柔
道
チ
ー
ム
の
事

前
合
宿
が
姫
路
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
柔
道
の
父
と
呼
ば
れ
る
川
石
酒
造
之
助
は

姫
路
出
身
で
あ
り
、
代
表
選
手
団
と
の
交
流
と
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
で
魅
力
を
発
信
し
、
地
域
活
性
化
の
起

ス
ピ
ー
ド
あ
ふ
れ
る
活
動
展
開
へ

爆
剤
と
す
る
絶
好
の
機
会
で
す
。

　

衆
院
選
を
終
え
て
、
第
４
次
安
倍
政
権
が
発
足
し

ま
し
た
。
自
衛
隊
の
存
在
を
明
記
す
る
と
い
っ
た
憲

法
改
正
、
消
費
税
引
き
上
げ
財
源
の
使
途
変
更
、
さ

ら
に
は
北
朝
鮮
の
脅
威
に
備
え
る
国
際
連
帯
な
ど
重

要
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。「
実
る
ほ
ど
首
を
垂

れ
る
稲
穂
か
な
」
の
諺
通
り
、
丁
寧
な
説
明
と
熟
議

を
尽
く
し
た
国
民
的
な
合
意
形
成
に
真
摯
に
取
り
組

む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
夢
や
願
い
に
鋭
敏
に
応
え
つ
つ
、
ス
ピ
ー

ド
あ
ふ
れ
る
活
動
を
さ
ら
に
展
開
す
る
こ
と
を
お
約

束
し
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

姫
路
城
を
核
に
魅
力
あ
る
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

　

さ
て
、
平
成
30
年
７
月
に
は
、
県
政
１
５
０
年
を

迎
え
ま
す
。
時
代
の
荒
波
を
乗
り
越
え
て
き
た
先
人

の
足
跡
に
思
い
を
寄
せ
、
未
来
に
受
け
継
い
で
い
く

べ
き
兵
庫
の
あ
る
べ
き
姿
を
ど
う
描
く
の
か
が
問
わ

れ
て
い
ま
す
。
県
で
は
、
今
後
の
兵
庫
づ
く
り
の
目

標
と
な
る
「
２
０
３
０
年
の
展
望
」
の
策
定
を
急
い

で
い
ま
す
。
地
域
創
生
を
視
野
に
、
県
民
と
夢
と
未

来
を
共
有
で
き
る
内
容
を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
姫
路
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
市
民
の
心

の
拠
り
所
と
も
い
え
る
姫
路
城
が
、
ユ
ネ
ス
コ
世
界

遺
産
に
指
定
さ
れ
て
25
周
年
を
迎
え
ま
す
。
城
郭
建

農
政
環
境
常
任
委
で
副
委
員
長
に
就
任

裏面に予算特別委、一般質問を詳報！

算
を
審
査
す
る
た
め
、
特
別

に
設
け
ら
れ
る
予
算
特
別
委

員
会
に
も
参
画
し
、「
県
立

姫
路
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
と

製
鉄
記
念
広
畑
病
院
の
統
合

再
編
」「
病
児
・
病
後
児
保

育
の
充
実
」「
高
齢
運
転
者

対
策
」「
駐
在
所
の
老
朽
化

対
策
」「
県
道
広
畑
青
山
線

の
バ
イ
パ
ス
整
備
」「
棚

田
踏
切
と
茶
ノ
木
踏
切

の
渋
滞
緩
和
」
な
ど
、

地
域
の
安
全
・
安
心
を

確
保
す
る
た
め
の
対
策

を
県
の
関
係
部
局
に
質

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
県
議
会

の
第
３
３
７
回
定
例
会

で
は
一
般
質
問
に
立

ち
、「
Ｇ
Ａ
Ｐ
（
農

業
生
産
工
程
管
理
）

の
取
り
組
み
推
進
」

「
地
域
ぐ
る
み
の
子

育
て
支
援
」「
電
子

マ
ネ
ー
詐
欺
被
害
対

策
」
な
ど
を
取
り
上

げ
、
早
急
な
対
応
を

求
め
ま
し
た
。

　県立はりま姫路総合医療センター（仮称）

２病院の統合再編で基本計画
南西部の後医療確保が重要に

　

県
は
こ
の
ほ
ど
、
県
立
姫

路
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
と
製

鉄
記
念
広
畑
病
院
の
統
合
再

編
に
向
け
た
基
本
的
な
考
え

方
を
ま
と
め
た
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。

　

名
称
は
「
県
立
は
り
ま
姫

路
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）」
と
し
、
Ｊ
Ｒ
姫
路
駅

東
側
の
再
開
発
エ
リ
ア
（
姫

路
市
神
屋
町
）
に
整
備
さ
れ

ま
す
。
県
立
病
院
と
し
て
は

最
大
規
模
と
な
り
、
病
床
数

は
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
44

床
、
周
産
期
母
子
医
療

セ
ン
タ
ー
51
床
、
精

神
科
病
床
16
床
を
含

む
計
７
３
６
床
。
約

３
３
７
億
円
の
事
業
費

を
充
て
、
平
成
31
年
度

か
ら
着
工
、
34
年
度
上

期
に
開
設
す
る
見
込
み

で
す
。

　

ま
た
、
統
合
後
の
姫

路
市
南
西
部
地
域
の
後

医
療
を
確
保
す
る
こ
と

も
重
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。（
裏
面
に
詳
細
）

　

平
成
29
年
６
月
の
県
議
会

定
例
会
か
ら
、
農
政
環
境
常

任
委
員
会
の
副
委
員
長
に
就

任
し
ま
し
た
。

　

常
任
委
員
会
と
は
、
本
会

議
に
提
案
さ
れ
た
議
案
な
ど

を
専
門
的
に
審
査
す
る
機
関

で
、
農
政
環
境
の
ほ
か
、
総

務
、
健
康
福
祉
、
産
業
労
働

な
ど
７
つ
の
テ
ー
マ
で
常
時

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
政
環
境
で
は
、
食
料
の

安
定
供
給
や
農
林
水
産
業
の

持
続
的
発
展
、
地
域
環
境
へ

の
負
荷
低
減
、
自
然
環
境
の

保
全
と
再
生
な
ど
の
問
題
を

扱
っ
て
お
り
、
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
翌
年
度
の
当
初
予

プロフィール
H12.3　姫路市立広畑小・中学校
H15.3　兵庫県立姫路東高等学校卒業
H19.3　岡山大学工学部卒業
H27.1　電子機器メーカー勤務
H27.6　兵庫県議会議員（1期目）
H29.6　農政環境常任委員会 副委員長

（現在の代表的な肩書き）
（一社）兵庫県水質保全センター特別顧
問、専門学校理事、兵庫県早朝野球連盟
会長、吟道青少年健全育成協議会顧問、
兵庫県相撲連盟顧問、自由民主党兵庫県
第 11 選挙区支部青年部長、壮新会代表

本会議の一般質問、予算特別委員会で
医療・福祉施策などを質しました

９
月
県
議
会
の
第
３
３
７
回
定
例
会
で
質
問
に
立
ち
ま
し
た
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平成 29 年度 予算特別委員会および一般質問の主な内容

２病院の統合再編で

市南西部の後医療確保を

Ｑ：五島壮一郎
　県立姫路循環器病センターと製
鉄記念広畑病院が統合再編された
後、新たな医療空白地帯が生じる
ことがないよう、姫路市南西部地
域に急性期機能を有する医療機関
を誘致することが重要。兵庫県が
責任を持って後医療の確保を進め
ていってほしい。

病児・病後児保育の充実

子育てしやすい環境に

Ｑ：五島壮一郎
　県は全国に先駆けて病児・病後
児保育事業を推進しており、今後
は質の高い病児保育を非施設型
（訪問型）などを含めて提供して
いくことが求められる。
　来年度は、保育中に体調不良と
なった児童を一時的に預かる、ま

高齢運転者対策

改正道路交通法の円滑運営へ

Ｑ：五島壮一郎
　平成 28年末の 75
歳以上の高齢者運転

Ａ：病院事業副管理者
　南西部地域の後医
療確保は統合再編に
あたっての大きな課題の一つと認
識している。姫路市の協力を得な
がら、製鉄記念広畑病院が担って
きた医療提供の確保を図っていく
ため、新病院の工事着手までに協
議・調整していく。
　現在、中播磨医療圏域外から関
心を示す複数の医療機関があり、
市や広畑病院と連携して進めてい
るところである。

たは病児保育施設な
どに送迎することを
支援していく事業を

実施する予定で、子育てしやすい
環境整備につながることが期待で
きる。
Ａ：こども政策課長
　病児・病後児保育は 26市町 53
施設で実施され、来年度の新制度
創設でよりきめ細やかな保育を実
施し、利便性や稼働率向上の効果
も見込んでいる。

して認知機能の低下があると判断
された場合、臨時の高齢者講習を
受講しなければならないが、特に
都市部で予約がなかなか取れず、
受講まで数カ月待ちという状況に
ある。新制度を円滑に運営する方
策が必要だ。
Ａ：警察本部長
　必要な人員や講習用車両の整備
などの予算を計上し、円滑に対応
できるようにするほか、高齢者講
習の受講枠拡大などを図りたい。

免許保有者は 10年前を比べ約２
倍に増加しており、交通事故数も
1.4倍に増えている。
　改正道路交通法が施行され、75
歳以上の高齢運転者が交通違反を

駐在所の老朽化進む

八木駐在所で建て替えも

Ｑ：五島壮一郎
　駐在所は県内 275 カ所に設置
されているが、経過年数が 40年
を過ぎたものは２カ所、30年以
上は 60カ所あって老朽化が進ん
でいる。建て替えは相当の費用が
必要だが、老朽化が進んでいる状

態では地域の安全・
安心の象徴として誇
りが持てなくなるの

ＧＡＰ認証取得

県が戦略的に誘導を

Ｑ：五島壮一郎
　農業者自らがほ場を観察して

リスクを最小限に抑
え、安定した経営を
行うことで産地や農

作物への信頼性の確保、環境への
配慮、事故防止等の対策が講じる
ことができるＧＡＰ（農業生産工
程管理）認証の取得は、2020 年
東京五輪・パラリンピックで使う
食材の調達基準でもあり、生産者
の取得に向けて県が戦略的に誘導
していく必要がある。
Ａ：農政環境部長
　認証と毎年の更新に多額の費用
がかかるのが課題。国事業を活用
した取得経費の負担軽減などで経
営戦略に応じた支援をしていく。

広畑青山線の渋滞解消へ

４車線のバイパス整備めざす

Ｑ：五島壮一郎
　県道417号広畑青山線では、八
幡小学校前の交差点や京見橋西詰
交差点付近で朝夕の通勤時間帯を
中心に慢性的な渋滞が発生してい
る。これを解消するため、臨海部
から国道２号姫路バイパス姫路西
ランプを結ぶ広畑青山線のバイパ
ス整備が進められているが、でき
るだけ早期の着工、供用開始を要
望する。
Ａ：道路街路課長

　区間は県道和久今
宿線と姫路バイパス
の姫路西ランプ間の

棚田踏切、茶ノ木踏切

渋滞緩和へ対策急ぐ

Ｑ：五島壮一郎
　ＪＲ姫路駅と英賀
保駅の中間にある県

切と茶ノ木踏切での渋滞解消に向
けた取り組み状況をうかがう。
Ａ：道路街路課街路担当参事
　棚田踏切では、組合施行の土地
区画整理事業により、道路を地下
化して踏切を除却する。現在、姫
路市が詳細設計を進めるととも
に、来年度に迂回路となる仮踏切
工事に着手できるよう関係機関と
の調整を行っている。
　茶ノ木踏切では、跨線橋を含む
バイパス整備により、踏切を通過
する自動車交通の転換を図る。現
在、用地取得が約９割完了してお
り、引き続き早期完成に取り組む。

道田寺今在家線棚田踏切は、１日
で約 350 本の電車が通過するた
め、平均約４～５分ごとに遮断機
が下がり、自動車や自転車、歩行
者があふれて危険な状況になる。
　また、ＪＲ網干駅西側の太子御
津線茶ノ木踏切は、ＪＲ山陽本線
と南北幹線道路が交差し、朝夕の
通勤時間帯に慢性的な交通渋滞を
引き起こしている。
　県は平成 19年に「踏切すっき
りプラン」を策定したが、棚田踏

ではないかと懸念する。
Ａ：警察本部長
　駐在所全体の 30.2％が建て替え
基準年数を経過しており、平成
29年度は県下で最も古い飾磨警
察署八木駐在所など４カ所で建て
替え整備を予定しているが、長寿
命化の観点にも努めたい。

2.3 キロ㍍で、４車線バイパス整
備を行う。用地取得は今年度末で
約９割を終え、早期に整備効果を
発揮させるため、まずは暫定２車
線で供用する。
　大規模工事となるＪＲ山陽本線
との交差部は、ＪＲ西日本との立
体交差計画の協議・調整を進めて
おり、来年度に具体的な設計をＪ
Ｒに委託する。

農政環境常任副委員長として南あわじ
市にある農産物の大型直売所を視察

予算特別委員会で主に地域課題につい
て質問しました


